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セルロース系分子集合体の集合・水和構造
の制御と水圏バイオ機能材料の構築
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生体分子やその誘導体の自己集合

ならびに得られた集合体の機能が

広く研究されてきました。しかし

ながら、安定性や力学物性などに

優れる構造多糖を組み込んだ分子

の自己集合はほとんど研究されて

きませんでした。本研究では、様々

な分子・集合構造をもつセルロー

ス系分子集合体の水和構造を系統

的に解析し、水和構造とバイオ特

性との相関について分子

レベルで明らかにしま

す。得られた知見を集合

体の設計・構築に反映さ

せ、水圏バイオ機能材料

としての有用性を見出し

ます。領域内共同研究の

実施により、本研究の一

層の推進を図ります。

親水性金属ナノクラスターの化学組成制御
に基づく高機能水圏バイオ機能材料の創製
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親水性金属クラスターは、光線力

学的療法における新規光増感剤と

して大きな注目を集めています。

しかしながら、今後、親水性金属

クラスターを従来増感剤の代替材

料として利用してゆく上では、一

重項酸素の生成効率をさらに向上

させることが不可欠です。本研究

では、「親水性金属クラスターを高

分解能にて分離する技術の確立と

それによる親水性金属クラスターにおける化学組成と電

子 / 幾何構造の相関の解明」、及び「一重項酸素を高い効

率にて生成し得る親水性金属クラスターの創製」を目指

します。

生体液中のホルモン検出を可能とする
水ゲート有機トランジスタの開発
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有機デバイスは、有機半導体材料

の不安定性に起因して、水圏環境

下において極めて脆弱である。こ

れに対し我々は、逆転の発想とし

て水を積極的に構成部材に使用す

る水ゲート型有機トランジスタ 

(WG-OFET) を開発しており、さら

に分子認識能を賦与させることで、

化学センサとして使用可能なデバ

イスを提案している。標的種とし

て選定したオキシトシンは複雑な分子骨格を有するため、

その定量的な検出は、分子認識化学分野における挑戦的

課題の一つとなって

いる。そこで本研究

では、ヒト唾液中の

ホルモン濃度を計測

可能な WG-OFET セ

ンサの開発を目指す。

環境に応答して自己組織化する水圏機能
ポリマーミセル材料の創成
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両親媒性ランダム共重合体は、水

中で主鎖が折り畳まれたコンパク

トなミセルを形成し、複雑環境下

でも選択的かつ動的に自己組織化

します。本研究では、このミセル

を基盤として、水中でセルフソー

ティング（同じポリマー同士で会

合）または共自己組織化（異なる

ポリマー同士で会合）する水圏機

能ポリマーミセルを創出し、水環

境に応答してセルフソーティングと共自己組織化を可逆

的に実現する革新的な自己組織化システムを創出します。

さらに、この動的な自己組織化制御技術を生かして、ハ

イドロゲルなどの機能材料創成を目指します。




